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資料１．今現在顕在化している水俣病被害‐水俣病認定患者‐（2008.5.31現在）

患者数

	県
	患者数

	熊本県
	1,778人

	鹿児島県
	490人

	新潟県
	692人


補償内容

	
	一時金
	手当（月）
	医療手当・療養手当
	医療費
	その他

	Ａランク
	1,800万円
	170.000円
	入院：

23,400～33,500円

通院：

21,400～23,400円
	チッソが全額負担
	介護費、葬祭料、温泉治療券、鍼灸治療費、香典、胎児性患者修学援助費、マッサージ費、通院交通費

	Ｂランク
	1,700万円
	90,000円
	
	
	

	Ｃランク
	1,600万円
	67.000円
	
	
	


●今現在顕在化している水俣病被害‐1995年政治解決以降の水俣病未認定患者‐(20008.4.30現在）

医療手帳

対象者：認定申請は棄却されたが、他の原因では説明できない四肢抹消優位の感覚障害があると認められる人

所持者数：

	県
	所持者

	熊本県
	5,591人

	鹿児島県
	1,739人

	新潟県
	370人


補償内容：

	一時金
	手当（月）
	医療手当・療養手当
	医療費
	その他

	260万円
	なし
	入院：23,500円

70歳～：21,200円

～70歳：17,200円
	自己負担分を国・県が負担
	鍼灸治療費・温泉治療費


保健手帳

対象者：認定申請は棄却されたが、水俣病にもみられる神経症状があると認められる　　

　　　　人

所持者数：

	県
	所持者

	熊本県
	426人

	鹿児島県
	116人

	新潟県
	16人


補償内容：

	一時金
	手当（月）
	医療手当・療養手当
	医療費
	その他

	なし
	なし
	なし
	国・県が負担
	鍼灸治療費・温泉治療費


新保健手帳

対象者：1968年12月31日以前に、熊本県または鹿児島県、新潟県の対象地域に相当期間居住しており、かつ、水俣湾またはその周辺の水域の魚介類、新潟県の場合は阿賀野川の魚介類を多食したと認められる人

（補足：保健手帳の申請期間は、1996年7月1日まで。最高歳判決を受けて出された環境省の「今後の水俣病対策について」の中でその再開が決まった。）

所持者数：

	県
	所持者

	熊本県
	15,260人

	鹿児島県
	2,721人

	新潟県
	203人


補償内容：

	一時金
	手当（月）
	医療手当・療養手当
	医療費
	その他

	なし
	なし
	なし
	国・県が負担
	鍼灸治療費、温泉治療費


資料２．1995年以降の熊本県認定審査会処分状況の推移（2008.8.31現在）

表
	　
	認定数
	棄却数
	未処分数

	1995
	1
	520
	485

	1996
	0
	331
	218

	1997
	0
	173
	55

	1998
	0
	39
	30

	1999
	1
	18
	39

	2000
	0
	11
	35

	2001
	0
	11
	41

	2002
	0
	11
	22

	2003
	0
	15
	17

	2004
	0
	24
	239

	2005
	0
	3
	3,468

	2006
	0
	0
	3,315

	2007
	1
	0
	3,717

	2008
	0
	0
	3,730


グラフ

[image: image1]
資料3.年齢層別にみた認定申請者の割合（40代、50代に着目して）

20007年6月20日時点の認定申請者をみると、申請者5,189人中、40代は907人、50代は1,537人であり、全体の48%を占めている。
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�  東京・水俣病を告発する会「季刊 水俣支援 東京ニュース」第46号（2008.7.25）,p.3


� 所持者数には、新潟県ホームページ「水俣病関係統計資料」より作成。


→http://www.pref.niigata.lg.jp/HTML_Article/toukei_siryou,0.pdf（最終確認日2008年10月12日）


なお、熊本県の所持者数についていては相思社ホームページ「水俣病認定審査関連統計資料」（2008年8月31日現在）より引用した。


→http://www.soshisha.org/kanja/toukei.htm（最終確認日2008年10月12日）


補償内容については、相思社ホームページ「水俣病患者補償の種類」より引用。


→http://www.soshisha.org/nyumon/hosho.pdf（最終確認日2008年10月12日）





�相思社ホームページ「水俣病認定審査関連統計資料（熊本県）」より引用


→� HYPERLINK "http://www.soshisha.org/kanja/toukei.htm" ��http://www.soshisha.org/kanja/toukei.htm�（最終確認日2008年10月12日）








� 『朝日新聞』2007年6月20日（夕刊）。数値は環境省調べ。





